
 
アジア・国際経営戦略学会（ ）

「AIBS アジアエグゼクティブセミナー」 
根を張る日系企業・日本留学ベトナム人材
― ハ ノ イ セ ミ ナ ー ―

開 催 日： 年 月 日（金）

時 間： ： ～ ：

会 場：
84 Trần Nhân Tông, Quan Hai Ba Trung, Hanoi (Ha Noi), Ha Tay, 

tel：+84-4-3822-3535 

参 加 費： 円

【プログラム】

15：00～15：10ご挨拶 

池島 政広氏（AIBS 学会会長、アジアコンテンツビジネス研究会

会長、経済産業省産業構造審議会新成長政策部会経営・知的資産

小委員会委員長） 

15：10～15：50特別講演

「ベトナム経済概況と進出日系企業動向」 

【講演者】大久保文博氏（JETRO ホーチミン事務所 Project 

Director） 

2008 年日本貿易振興機構（JETRO）に入構、2011 年～2012 年、

JETRO の語学研修生としてハノイ貿易大学に留学、その後、本部海

外調査部アジア大洋州課を経て、15年 7 月より現職。 

16：00～16：40特別講演

「 ベ ト ナ ム の イ ン タ ー ネ ッ ト 業 界 と 

市 場 成 長 に つ い て 」 

【講演者】Doan Duc Tien 氏（VTM 株式会社(VIET TIEN 

MANH)取締役、営業、マーケティング担当副社長、VTM-Asset 

Management㈱代表取締役社長、VTM インターネット広告㈱

代表取締役社長） 

2001 年日本文部科学省国費留学生として来日、2009 年某大手広告

会社入社、2010年 VTM 株式会社設立に参加時より現職。 

16：50～17：30特別講演

「 オ フ シ ョ ア 開 発 に お け る 

G M O の 取 り 組 み と 人 材 育 成 」 

【講演者】Nguyen Tan Minh 氏（GMO-Z.com RUNSYSTEM 

JSC 取締役副社長兼日本オフショア開発本部長） 

1999年日本文部科学省国費留学生として来日、2005年GMO-Z.com 

RUNSYSTEM 社設立、取締役副社長就任（現任）、GMO-Z.com 

RUNSYSTEM東京支店設立、東京支店代表兼任、2015年ベトナム本

社体制強化のため、ベトナムに帰国。 

17：40～17：50閉会の辞 
安登利幸氏（AIBS 学会評議員、亜細亜大学アジア・国際経営戦

略研究科教授、元日本政策投資銀行検査部長） 

18：00～20：00懇親会（事前登録必要） 
【参加申し込み方法】学会事務局宛電子メール（aibs＠saibs.org）

にて、セミナー・懇親会・工場見学の参加有無を、8 月 3 日まで

に、お知らせください。（ご氏名、ご所属明記） 

なお、参加費 20,000円を、以下のいずれかの口座（日中平和観光社

口座、担当：今井 imai@nicchu.co.jp）に、8 月 10 日までに、お振り

込みください。 

 三井住友銀行 丸ノ内支店 当座 ﾆｯﾁｭｳﾍｲﾜｶﾝｺｳ ｶ

 三菱東京ＵＦＪ銀行 東京営業部 当座 ﾆｯﾁｭｳﾍｲﾜｶﾝ

ｺｳ ｶ

が毎年行っている
アジア・オセアニア主要都市・地域の投資関連コスト比較

によると
年の中国・広州とベトナム・ホーチミンの

一般工の賃金は、月額ドルで（調査データの最小値）
広州 ドル 対 ホーチミン ドル

であった
年前のコスト水準では

ベトナムが必ずしも有利とは言えない
しかし、 年の調査では、これが

ドル 対 ドル
となっており、約 対 に賃金格差が拡大している

「 ＋ 」と言われて久しいが
経済発展を背景とした中国のコスト高を
回避する選択肢としてのベトナムは

正解であったと言える
こうしたベトナムにおける日系企業の動向は 

しかしながら、活発とは言い切れない 
日本からの直接投資件数では 

年間 456件と高い水準にあるものの 
金額ベースでは 2014年に比べて 2015年は 

約 20%も減少している 
投資が小粒化していると理解される 
しかし、小粒化してはいるものの 

投資件数は高い水準を維持し 
日本からの着実な投資が増えていると見ることもできる 

2011年に初めてハノイでセミナーを開催し 
第 6回目となる本年のハノイセミナーでは 

日系企業のベトナムでの最新動向を 
JETROホーチミンセンター大久保文博氏をお招きし 

解説いただく 
また、日本で学び、ベトナムで活躍する 

二人の元日本留学生に 
日系企業人材の育成と日本向けオフショア開発の 

事業展開の現状と展望をお聞きする 
工場見学では 

位置・角度センサー、各種サーボモータを生産し 
世界的シェアを持つ日本の中堅メーカーである 
多摩川精機のベトナムでの連携企業である 

中国系 EMSメーカーを訪問する 
着実にベトナムに根を張る 

日系企業と日本留学ベトナム人材について 
参加者の皆様と論議して参ります 
会員・関係各位の積極的なご参加を 

期待しております。 

 

アジア・国際経営戦略学会
会 長 池島政広 

前亜細亜大学学長 

亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科委員長 

【学会費ご案内】 
個人会員（正会員／準会員とも） 1 万円（お一人様） 

団体会員（正会員／準会員とも） 5 万円（お一口） 

学生会員 3 千円（お一人様） 

【同時企画】工場見学会 

セミナーに先立つ 8 月 25 日（木）に、以下の見学会を開

催いたします。 

①AIDEN VIETONAMU LIMITED（中国系 EMS会社、

Hai Duong City,Hai Duong Province）、②リズムプレシジ

ョンベトナム（Plot 87 Noi Bai Industrial Zone Quang 

Tien Soc Son  Hanoi）、③イオンベトナム（2FL West 

Office,AEONMALL LONG BIEN SC,27 Co Linh 

street,Long Bien ward, Long Bien  district Hanoi） 

下記のとおりご集合ください。（別途昼食代 1000円をご用

意ください。） 

集合日時：2016年 8月 25日（木）、09：00 

集合場所：ホテル日航ハノイロビー 

※ホテルの戻り時間は、20時ごろになる予定です。 



 

アジア・国際経営戦略学会（ ）

「AIBS アジアエグゼクティブセミナー」 
タ イ か ら 見 る ビ ジ ネ ス
― バ ン コ ク セ ミ ナ ー ―

開 催 日： 年 月 日（日）

時 間： ： ～ ：

会 場：

30 Sukhumvit 21 Asoke Road, Klongtoey Nua Wattana Bangkok, 

10110,tel：+66-(0)2-2044-000 

参 加 費： 円

【プログラム】

15：00～15：10ご挨拶 

池島 政広氏（AIBS学会会長、アジアコンテンツビジネス研究会

会長、経済産業省産業構造審議会新成長政策部会経営・知的資産

小委員会委員長） 

15：10～16：00特別講演

「転換期にあるタイの自動車産業－将来的な 

タ イ の 位 置 づ け と 発 展 の 課 題 」 

【講演者】山本肇氏（野村総研タイランド  製造業 Group 

Manager） 

1995 年三菱総合研究所入社（～2004 年）、2006 年 CSM 

Worldwide (Thailand), Director、2010 年 IHS Automotive 

(Thailand), Director、2014 年野村総研タイランド製造業

GroupManager。 

16：10～17：00特別講演

「マツモトキヨシのタイビジネスに対する 

事 業 計 画 と の ギ ャ ッ プ 」 

【講演者】舘野純一氏（セントラル&マツモトキヨシ CEO、株

式会社マツモトキヨシホールディングス商品部海外事業推進室） 

1993 年株式会社マツモトキヨシ入社、株式会社ユーカリ広告代表取

締役社長、株式会社ぱぱす取締役商品部、株式会社マツモトキヨシ

ホールディングス商品部 海外事業推進室合弁会社設立準備担当部

長を経て、2015 年 Central ＆  Matsumoto Kiyoshi Limited  

CEO に就任。 

17：40～17：50閉会の辞 
後藤康浩氏（AIBS 学会評議員、亜細亜大学都市創造学部教授、

元日本経済新聞社編集委員） 

18：00～20：00懇親会（事前登録必要） 

【参加申し込み方法】学会事務局宛電子メール（aibs＠saibs.org）

にて、セミナー・懇親会・工場見学の参加有無を、8 月 3 日まで

に、お知らせください。（ご氏名、ご所属明記） 

なお、参加費 20,000円を、以下のいずれかの口座（日中平和観光社

口座、担当：今井 imai@nicchu.co.jp）に、8 月 10 日までに、お振り

込みください。 

 三井住友銀行 丸ノ内支店 当座 ﾆｯﾁｭｳﾍｲﾜｶﾝｺｳ ｶ

 三菱東京ＵＦＪ銀行 東京営業部 当座 ﾆｯﾁｭｳﾍｲﾜｶﾝ

ｺｳ ｶ

タイの経済が振るわない 
中央銀行によると 

2016年 4月の景気動向を表す業況外観指数は 
前月の 50.0ポイントから 49.8ポイントに下落し 
景気回復の目安である 50.0ポイントを下回った 

民間消費と民間投資は堅調であるが 
世界経済の低迷に引きずられるように 

輸出が落ち込み 
景気回復の足を引っ張っている 

日本の自動車産業、電気機器産業にとって 
タイは一大生産・輸出拠点であるが 

2011年の洪水、2014年のクーデターといった 
リスクの顕在化により 

タイの生産・輸出拠点としての位置づけを 
見直す必要に迫られてもいる 

一方で、これまでの経済発展は確実に 
タイの消費市場に拡大をもたらし 

加えて、タイを訪れる観光客による消費も 
市場の拡大に大きな役割を果たしている 

2013年からの第 4回目になるバンコクセミナーでは 
生産・輸出拠点としての構造の見直しと 

消費市場の拡大が進むタイから 
ASEANビジネスの将来を探るため 

野村総合研究所のタイ現地法人である NRIタイの 
シニアコンサルタントで自動車産業のスペシャリスト 

山本肇氏と 
タイにおいて海外進出第 1号店を展開する 

セントラル&マツモトキヨシ CEOの 
舘野純一氏を 
お招きし 

タイの自動車産業とドラッグストア事業について 
現状と展望をお聞きする 

踊り場を迎えたタイの経済と 
ASEAN経済共同体の発足で勢いづくこの地域の経済 

における日本企業の事業展開を 
参加者の皆様と論議して参ります 
会員・関係各位の積極的なご参加を 

期待しております。 

アジア・国際経営戦略学会
会 長 池島政広 

前亜細亜大学学長 

亜細亜大学大学院アジア・国際経営戦略研究科委員長 

【学会費ご案内】 
個人会員（正会員／準会員とも） 1 万円（お一人様） 

団体会員（正会員／準会員とも） 5 万円（お一口） 

学生会員 3 千円（お一人様） 

【同時企画】工場見学会 
セミナー翌日の 8 月 29 日（月）に、以下の見学会を行い

ます。 

①セーレン㈱のタイ・スポーツアパレル一貫製造工場

（ Saha Seiren Co., Ltd、 127 Mu 1, Suwannasorn 

Rd.,Nontri, Kabinburi, Prachinburi 25110）、②グンゼ（セ

ーレン） 

下記のとおりご集合ください。（別途昼食代 1000円をご用

意ください。） 

集合日時：2016年 8月 29日（月）、08：30 

集合場所：PULLMAN BANGKOK GRANDE SUKHUMVIT

ロビー 

※ホテル戻り時間は 20時頃になる予定です。 


